






研究目的 

乳児神経芽腫マススクリーニングによって 1 歳以下の症例が高頻度で発見されているが,

未だスクリーニングの患者発生への影響は明らかにされていない。我々は埼玉県における

スクリーニング開始以後の患者発生を調査し,その影響を検討し,あわせて濾紙尿における

クレアチニン濃度から偽陰性の可能性について検討した。 


